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１．はじめに 

平成 15 年の日本産トキ絶滅後，環境省と新潟県では

様々な事業を策定し，自然再生に関連した社会基盤整

備を進めている．しかし現況では具体的なトキ生息環

境再生ビジョンを打ち出せておらず，今年予定されて

いるトキの試験放鳥のために，一刻も早く自然的・社

会的環境に適合した持続的な自然再生計画を立案する

ことが求められている．そのために，トキの生息環境

について営巣環境，採餌環境の側面から，さらに，住

民と連携して地域社会にトキを定着させるための社会

的環境の側面から調査・研究を行うトキ野生復帰のた

めの自然再生プロジェクトが現在進行中である．しか

しながら，本プロジェクトは多方面にわたる研究グル

ープが参画していることから，研究に用いる情報をい

かに統合し研究者間で共有するかが大きな課題となっ

ている． 
これを解決する手段として，各種情報を，位置情報

を付与した地理空間情報として管理することが，情報

の利用促進，円滑な情報の流通や共有を図る上で非常

に有効となる．そこで本研究は，トキ野生復帰のため

の自然再生計画を支援することを目的として，様々な

情報を地理空間情報として整理し，GIS（地理情報シ

ステム）を中心にした情報基盤の構築を行う． 
 

２．GIS を利用した情報基盤の提案 

本研究では，散在する各研究グループが個々に所有

している多種多様な情報を，Web を介して互いに共有

できる情報基盤の構築を目指す．情報を共有するに当

たって，一元的に情報を管理する方法と研究グループ

ごとに情報を管理する方法が考えられる．いずれの方

法においても長所，短所があるが，本プロジェクトに

参画するグループの多くが地理空間情報の取り扱いに

習熟していないことから，当面は，共有すべき情報を

管理者のもとで一元的に管理する方法を採用する．こ

のために，情報の収集，管理，発信という３つの機能

を情報基盤に持たせ，情報共有の仕組みを確立させる． 
これら３つの機能を情報基盤に与えるためには，情

報を格納するためのデータストレージサーバ，情報を

地理空間情報として配信するためのWeb GISサーバの

２つのサーバが，ポータルサイトを介して全てのユー

ザと Web で繋がるネットワークを構築することが有 

 
効である(Fig. 1)．このネットワークを利用して，全体

で共有すべき情報を１つのデータストレージサーバへ

と集約させ，集約された情報に対して管理者が必要に

応じて地理空間情報へ変換，配信を行い，全てのユー

ザがサーバへのアクセスを支援するポータルサイトを

介して情報を利用することが可能となる仕組みを構築

する．このような，ポータルサイトを中心とした情報

の収集・管理・配信のための情報基盤を構築すること

によって，情報の流通・共有する手法を確立する． 
 

３．Wiki を利用したポータルサイトの構築 

ポータルサイトに必要とされる役割は，容易にデー

タストレージサーバにアクセスできること，円滑に情

報を収集できること，多様な情報を合理的かつ分かり

やすく管理・配信できることである．また，ポータル

サイトの役割はプロジェクトの進行に伴い，情報の収

集から管理，配信へと多様化していくため，必要に応

じて更新が可能な，柔軟性に富んだポータルサイトで

なくてはならない． 
このようなポータルサイトを構築するために，Web

サイト構築ソフトウェアである Wiki を利用し，多人数

による Web サイト構築，各研究グループによるデータ

のアップロード・ダウンロードを可能とする．Wiki は
特別な言語を必要とすることなく編集ができるため，

更新の必要が生じた際に迅速な対応が可能である． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Fig. 1 Basis of sharing information. 
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４．情報の収集，管理機能 

本研究で収集する情報は，各研究グループの調査・

研究情報，それらを格納するための基盤地図情報，会

議議事録などのプロジェクトに関する一般情報に分類

される． 
各研究グループの調査・研究情報やプロジェクトに

関する一般情報はポータルサイトを利用して各々のグ

ループから収集可能だが，基盤地図情報に関しては

様々な地図情報が存在しており，その中から必要な情

報を的確に収集する必要がある．このため，各研究グ

ループから収集される情報とそれに対応する地図情報

との相関を示す情報マトリックスを作成することが非

常に有効な手段となる．Fig. 2 に今回作成した情報マ

トリックスの一部を示す．トキ生息環境モデルを構築

するに当たって各研究グループが調査・研究を行って

いるパラメータを横軸に示し，それに対応する地図情

報を縦軸に記述する．この情報マトリックスを利用す

ることで整備すべき地図情報を明確にでき，同時に，

収集状況を明示できるため，ポータルサイト上に載せ

ることで情報管理やグループ間の情報共有の手段とな

りうる． 
次に，必要となる地図情報が存在しない場合の収集

手法を検討する．これには，現存する収集可能な地図

情報を利用して，GIS が有する様々な空間解析機能に

より必要となる地図情報を作成することが求められる．

例えば水田区画は，道路区間，河川区間，水路区間と

航空写真を重ね合わせることでポリゴンとして正確に

作成することが可能であり，また，正確な区画が表現

できず精度も劣るが，100 m～1 km メッシュを用いる

ことで，地図情報から水田分布図を作成することもで

きる(Fig. 3)． 
このように，地図情報の収集においては，情報を集

めるだけではなく，その空間特性を活かして，収集可

能な情報から新たな地図情報を作成することで各パラ

メータに対応する地図情報を整備する． 
 
５．情報の発信機能 

情報は，基本的に全て地理空間情報として配信する．

位置情報が含まれていない各研究グループの調査・研

究情報は，基盤地図情報へ格納し，プロジェクトに関

する一般情報は位置情報を添付した上で配信する．ま

た，本プロジェクト進行中は，研究グループ間での情

報共有を目的とするが，最終的には一般市民への情報

提供を目的としているため，本プロジェクト進行中は

主に GIS が使えるユーザにデータを配信し，本プロジ

ェクト終了後はGISが使えないユーザへも情報を配信

することを考慮に入れる． 

GIS が使えるユーザに対しては，地理空間情報の一

般的な形式である Shape file 形式としてポータルサイ

トを介して直接ユーザへ配信する． 
一方，GIS が使えないユーザに対しては Web GIS を

利用する．Web GIS を用いると，遠隔に設置された

GIS サーバに Web を介して接続することで，特別な

ソフトを用いることなく GIS を使うことができる．

Web GIS 構築のために，ESRI 社 Arc GIS Server を利

用し，さらに Google Earth を用いた情報の配信も同時

に行う．Google Earth は地理空間情報のうち，属性情

報を除いた地図情報を表示できることや，日本全域に

対する相対的な位置関係なども把握できるため Arc 
GIS Server の補完的役割を果たすことができる． 
 

６．おわりに 

以上のように Wiki を利用したポータルサイトを構

築することで，従来の一方向からの情報提供・流通で

はなく双方向の情報流通が実現され，その仕組みを情

報基盤に備えることが可能となった．また，作成した

情報マトリックスをデータの収集に伴い随時更新し，

研究グループ間での情報の収集・共有状況を明確にす

ること，さらには Web GIS や Google Earth といった，

GIS の利用に習熟していない研究グループに対して視

覚的な総覧性を有する機能を情報基盤に備えることで，

情報の収集・共有の効率が格段に向上し，理想的な情

報流通を行うことができた．今後は，情報量の増加，

GIS 利用者の増加に伴い，自律分散型の情報システム

へ，この情報基盤を発展させる予定である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Fig. 2 Information Matrix. 
 

 

 

 

 
Fig. 3 Example of making method of 

    new spatial information. 
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